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  The arthropods captured by sticky traps and light traps were investigated for pest management at the 

pharmaceutical laboratory in Mie prefecture. The most abundant arthropod family captured by sticky 

traps was Collembola (21.0% of individuals), followed by Acarina (16.9%) and Psocoptera (14.7%). On the 
other hand, the most abundant arthropod captured by light traps was Diptera (95.4%). When the 

minimal room temperature was below 20℃, the population was remarkably decreased. The most of the 

arthropods captured in this study were less than 1 mm length. The population of arthropods captured by 

sticky traps began to increase from the end of April, and then the population decreased in November. 

Therefore, it was important to plan critically for the pest management for the period. 
 

Key words: Pest Management, Arthropod, Sticky Trap, Light Trap, Population Trend 

 

１． はじめに 
 昆虫類の混入や付着に起因する医薬品等（医薬

品・医薬部外品・化粧品・医療機器）の回収事例は，

平成 14 年から 19 年の約 5 年間に 16 件が報告され

ている(http://www.info.pmda.go.jp/kaisyuu/menu. 

html)．混入した昆虫類の種類は不明の 1 件を除く

と 12 種類で，複数の混入事例が認められたのは，

乾燥食品害虫として知られている鞘翅目シバンムシ

科（3 件）と屋外からの飛翔侵入が疑われる双翅目

クロバネキノコバエ科（2 件）であった．このよう

に医薬品等に混入しうる昆虫類には様々な種類があ

り，好適な生息環境や食性はそれぞれ異なる．した 

 
がって医薬品工場における防虫対策は，モニタリン

グ調査で捕獲された昆虫類を同定し，おのおのの種

類に応じた対策（対種防除）を取らなければ十分な

効果をあげることはできない 1)． 

 医薬品工場における昆虫類のモニタリング調査は，

過去にいくつか報告されているが 1-3)，捕獲された昆

虫類の種類構成とその対種防除についての記述にと

どまることが多く，捕獲数の季節変動や室温と捕獲

数との関係，捕獲された昆虫類の体長に関する記述

はほとんどない． 
 そこで，昆虫類のモニタリング調査を 1 年以上継

続して実施し，捕獲された昆虫類の種類構成のほか，

捕獲数の季節変動，室温と捕獲数との関係、および＊ 医薬品・食品研究課 
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捕獲された昆虫類の体長等について詳細な分析を行

った． 

 なお本調査では昆虫綱のほか，蛛形綱（クモ・ダ

ニ），甲殻綱（ダンゴムシ・ワラジムシ），唇脚綱（ゲ

ジ・ムカデ）の節足動物が捕獲されたが，本稿では

これら 3 綱を含めて｢昆虫類｣と表記する． 

 

２． 調査方法 

２．１ 調査場所 
 調査場所の概要を表 1 に示した．また，調査期間

中の室温は温湿度記録計を用いて記録した． 

 
表 1 調査場所の概要 

調査場所：三重県科学技術振興センター工業研究部 

     共同研究 A 棟１階 製剤試作室 

築年数：35 年（改修後 10 年） 
屋外に通じる窓：有（7 箇所） 

屋外までの最短経路に有するドア：2 箇所 

面積：約 94 m2 

 
２．２ 粘着トラップを用いた調査 
（1）使用トラップ 
 粘着トラップはポリプロピレン製の山型タイプ

（イカリ消毒）を使用した（粘着面：約 120 cm2）．

誘引剤は使用しなかった． 

（2）調査期間 
 調査は 2005年 5月 26日から 2006年 12月 21日

まで実施した．1 回の調査期間を 2 週間とし，連続

して 41 回の調査を実施した． 

（3）設置ポイント 
 粘着トラップは床面 20 ヵ所及び高所 5 ヵ所に設

置した（図 1）． 

２．３ ライトトラップを用いた調査 
（1）使用トラップ 

 粘着式ライトトラップ（以下，ライトトラップと

略記）はムシポン MP-600（ベンハー芙蓉）を使用

した（粘着面：約 180 cm2）． 

（2）調査期間 

 調査は 2006 年 5月 11 日から 2006 年 12月 21日

まで実施した．1 回の調査期間を 2 週間とし，連続

して 16 回の調査を実施した． 

（3）設置ポイント 

 図 1 の床面⑤の調査ポイントにおいて，床面と高

所（床上 2 m）に各 1 器を設置した． 

２．４ 昆虫類の観察及び同定 
 捕獲された昆虫類は実体顕微鏡を用いて観察した．

まず 10 倍で昆虫類の数を確認後，高倍率で詳細部

分を観察した．同定は目レベル（一部科レベル）ま

でとした． 

 
３． 結果と考察 
３．１ 捕獲された昆虫類の種類構成 
（1）粘着トラップ 

 粘着トラップに捕獲された昆虫類の種類構成を表

2 に示した．粘管目の捕獲数が最も多く，次いでダ

ニ目，噛虫目コナチャタテ科であった．上位 3 種類

の順位は 2005年，2006年のいずれも同じであった．

これら 3 種類の昆虫類は 25 ヵ所の調査ポイントす

べてで捕獲され，ダニ目及び噛虫目コナチャタテ科

の 2 種類は 41 回の調査すべてで捕獲された．上位

10 種類で総捕獲数の 90 %以上を占め，製剤試作室

で捕獲される昆虫類の種類はそれほど多くないこと

がわかった． 

 医薬品工場で捕獲される昆虫類の調査は過去にい

くつかなされている．1977 年から 79 年に平尾が実

施した調査では，粘着トラップに捕獲される昆虫類

は排水系から発生する双翅目チョウバエ科が最も多

く，次いで外部から飛来侵入する双翅目クロバネキ

ノコバエ科及びユスリカ科などが多かった 2)．1993

年から 2004 年に谷らが実施した調査では内部発生

が疑われる噛虫目が最も多く，次いで粘管目が多か

った 1,3)．捕獲される昆虫類の種類は調査場所の防虫

対策の状態を反映すると考えられ，最近数 10 年の

図 1 粘着トラップの設置ポイント 
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